
漁　　港 242 33,037,441 240 32,637,342 98 229

漁港海岸 11 33,784,333 11 27,173,876 70 4

漁　　場 2 498,880 2 498,880 100 2

合　　計 255 67,320,654 253 60,310,098 84 235

498,880

進捗状況

件数 件数
率

（％）
発注額
（千円）

令和元年8月31日現在の管内県営漁港関係施設災害復旧工事の進捗率は、84％となっています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                            （令和元年8月31日現在）

56,592,421

完成

件数

32,485,941

23,607,600

出来高
（千円）

発注
災害査定

（R1再調査決定額）

本工事費
（千円）

   大船渡水産振興センター「復興板」 
      令和元年10月１日発行 第79号  さけの子さっちゃん 

  

１ 漁港関係施設の災害復旧工事 進捗状況 

• さっちゃんNEWS part１ 

★★★_スマイル130（いちさんまる）プロジェクトについて_★★★ 

 「130万人誰もが笑顔に」をスローガンに掲げ、「県民の笑顔のために」、「感謝の笑顔を（県外、世界

に）届ける」を活動のコンセプトとし、復興に取り組む職員の気持ちを盛り上げ、復興に向けた県民と一体

感のある取組を展開し、岩手のあるべき未来に追いつく復興を推進する取組みです。 

＜道の駅「高田松原」がオープンし、広田湾漁協
が直売所及び食堂の営業を開始しました＞ 

 陸前高田市の高田松原津波復興祈念公園内に整備され

た道の駅高田松原において、広田湾漁協直営の販売所 

及び同市飲食店業者と共同経営の食堂が9月15日のプレ

オープンを経て、同月22日に本格的に営業を開始しまし

た。 

 広田湾の海の幸が周年購入できますので、ぜひ、みな

さん来場してください。  
  
  営業時間 3～11月：9～18時 
       12～2月：9～17時  
 ※写真はプレオープン時の様子 

地元飲食店との共同経営の食堂 オリジナル商品が並ぶ加工品コーナー 

鮮魚コーナー（写真は広田湾
産エゾイシカゲガイ） 



数量(ﾄﾝ) 金額(千円) 数量(ﾄﾝ) 金額(千円) 数量(ﾄﾝ) 金額(千円) 数量(%) 金額(%) 数量(%) 金額(%)

17,100 1,789,884 16,884 2,243,963 21,010 2,287,059 101 80 81 78

令和2年度に巻揚機1件の整備が予定されています。

震災前
（H20～H22の平均)

前年比
（H30/H29)

(１)　共同利用施設等の復旧状況

 

震災前（H20～
H22の平均）との

対比

(２)　大船渡市魚市場の水揚げ状況（平成31年1月1日から令和元年8月末累計）

漁協や各漁業者、水産加工業者などが共同で利用する施設の整備を支援しています。

令和元年 平成30年

２ 水産施設等の復旧・魚市場の水揚げ状況 

｢さけの子さっちゃん｣は、 
大船渡水産振興センターの 
PRキャラクターです 

  『復興板』に関するお問い合わせ先 

沿岸広域振興局水産部 

 大船渡水産振興センター 〔担当 宮田〕 

岩手県大船渡市猪川町字前田6-1合同庁舎4階 

        TEL:0192-27-9915 FAX:0192-21-1229 
        E-mail:BG0004@pref.iwate.jp 

 出典：いわて大漁ナビ 
 平成31年1月から令和元年8月までの大船渡市魚市場の水揚量は17,100トンで、昨年同程度、
震災前の約8割でした。主な水揚げ魚種は、イサダ(5,590トン、2億8千万円)、サバ類(5,000
トン、3億6千9百万円)、マイワシ(2,746トン、１億3千5百万円)などでした。なお、8月は 
定置網などによるサバ類の漁獲は225トンで、昨年(57トン)よりは多いものの震災前(3,189
トン)と比べて少なくなっています。 
 

• さっちゃんNEWS part2 

 ＜令和元年度岩手県青年・女性漁業者交流大会開催＞ 

①大船渡地区の２団体が全国大会出場決定！ 

 

  

 

 

 

 

 

 
②漁業士会大船渡支部に２名の漁業士が仲間入り！ 
 

中野 博之 
指導漁業士 
（広田湾漁協） 

里見 和哉 
青年漁業士 
（越喜来漁協） 

 ９月11日開催の令和元年度岩手県青年・女性漁業者 
交流大会（岩手県・県漁連の共催）において、大船渡 
地域から、三陸町海域漁青連（吉浜養殖研究会・越喜来 

漁協青壮年部・綾里漁協青壮年部）が「何があったか、 
ホタテに聞いてみる」、また、広田湾漁協女性部小友支部
が「ふれあいですすめる魚食普及活動」と題して発表しま
した。その結果、両団体ともに、令和２年3月に東京で 
開催される全国青年・女性漁業者交流大会の岩手県代表と
して出場することになりました。 

 同大会において、岩手県漁業士認定証交付式が 

行われ、4名の漁業士が誕生しました。大船渡地域か

らは広田湾漁協所属の中野博之指導漁業士、越喜来

漁協所属の里見和哉青年漁業士の2名が認定され、 
今後、益々、地域漁業の牽引役としての活躍が期待
されます。 
 

三陸町海域漁青連 
（発表者：越喜来漁協青壮年部

及川部長（左から5人目）） 

広田湾漁協女性部小友支部 
（発表者：村上支部長） 


